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令和７年度伊達市新市建設計画審議会 会議録 

 

日 時 令和７年８月21日（木） 

午前10時 00分～午前11時30分 

場 所 伊達市役所 議会棟２階 特別会議室 

出席者 

伊達市新市建設計画審議会委員８名 

市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、市民生活部長、健康福

祉部長、産業部長、建設部長、教育部長、こども部長、伊達総合支所長、霊山総合支

所長、梁川総合支所長、総合政策課長、政策推進係長、政策推進係員 

内容 

【議事】 

１．伊達市新市建設計画について            … 

   ２．令和７年度 伊達市新市建設計画 実施事業一覧表 … 

   ３．令和７年度 伊達市新市建設計画 実施計画事業概要… 

上記資料１～３については総合政策課長より説明。 

 

今西委員： 

 №１，２の総合支所建設事業について、来年度に開庁となるのか。 

 

未来政策部長： 

 №１の伊達総合支所建設事業について、令和８年２月に工事完了予定であり、その後、

備品等を整備し、令和８年４月に開庁予定である。№２の霊山総合支所建設事業について、

令和７年 11 月に工事完了予定であり、12 月に備品等を整備し、令和８年１月に開庁予定

となっている。 

 

今西委員： 

市民生活に資する施設なので、速やかに開庁していただきたい。また、施設の規模とし

て適切なものになっているのか。 

 

未来政策部長： 

施設は、事務室やロビー、相談室、会議室を配置し、今の状況に見合った規模となって

いる。 

 

今西委員： 

 人口減少社会で大きい施設は必要ないと思うが、一方で行政機能が落ちないように

していただきたい。 

 

菅野委員： 

 霊山総合支所が令和８年１月に開庁予定とのことだが、建設場所は交流館、そして

体育館があり、駐車場が狭くなると思うが、駐車場確保の考えはいかがか。また、旧

庁舎の利活用の見通しについて伺いたい。 

資料1 

資料2 

 資料3 
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未来政策部長： 

 駐車場は区画の見直しを行い65台から 70台となり、現在より5台多くなる予定で

ある。旧庁舎の利活用に関しては、財政と協議しながら検討していく。 

 

 【議事】 

４．伊達市新市建設計画実施事業一覧          … 

   ５．伊達市新市建設計画審議会について        … 

     上記資料４～５について総合政策課長より説明。 

 

佐藤（富）委員： 

 合併特例債を活用し、新市建設のために様々な事業を行ってきたと思うが、旧町の課題

や懸案事項を把握しているのか。合併特例債の事業は今年度で終了となるが、その後の事

業の展開はどう考えているのか。また、特例債の償還のピークに向けて、財源の見通しに

ついて伺いたい。 

 伊達の川東地区の排水関係について、旧伊達町は地区ごとに排水組合を作り、排水事業

を行っていた。排水事業は行政がやるべきものと認識しているが、現在も組合が行ってい

る状況。排水組合を市で引き受けるという考えはあるのか。 

 

建設部長： 

 老朽管の更新及び耐震化は総合計画の中にも位置づけられており、具体的な計画として

「伊達市水道ビジョン」を策定している。このビジョンは令和７年度までの計画になり、

今後、ビジョンを改定し水道施設の整備を進めていく。市民の皆様に対して安定した水の

供給に努めていきたい。 

伊達の川東地区の排水について、地域ごとに組合を作りながら排水ポンプを設置し汚水

処理をしていることは承知している。「雨水公費・汚水私費」という原則があり、雨水につ

いては、市で側溝などを入れながら整備を進めており、汚水については原則皆様に処理を

していただいている。つまり、各家庭に合併浄化槽を入れて処理をしていただいたり、市

の整備している公共下水道事業で汚水を一か所に集中して集めたりということがある。今

後、汚水処理について、どのような方向性があるかは検討していきたいと考えているが、

皆様にお願いしているというのが現状である。 

 

未来政策部長： 

旧町の課題について、新市になった時点で各部に引き継がれており、解決されない課題

があることも承知している。現在は、年二回、経営に関する協議を行っている。その中で、

各部の課題を協議している。早急に解決できるもの、時間がかかるが解決していかなけれ

ばならないものなど、毎年共有をしている。 

 

菅野委員： 

一点目に、防災施設に関連して、山野川地区の消防屯所が老朽化している。専門部署で

改築・新築を予定しているかと思うが、見通しについてお伺いしたい。  

資料4 

資料5 
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二点目に、実施事業の地域別の割合について示されており、教育・子育て施設の事業費

がかかったとの説明があったが、霊山・月舘地域については割合が一桁、他の三つの地域

と差が出ているように感じる。もう少し説明をしていただきたい。 

三点目に、新市建設計画の目的に沿って努力されたと思うが、人口減少は進行している。

人口減少についても、市として対応していると思う。その中で、関係人口が盛んにメディ

アで報道されており、関係人口について今後どのように考えているかお伺いしたい。  

 

市民生活部長： 

防災施設について、伊達市内にある消防団の組織は20分団、58部、63班体制、消防団

員数1,165名が活動している。建築年次が経過をしている消防屯所が市内に数多くあると

いう状況の中で、優先順位を決めながら年次計画に基づき、整備をしていく方針である。

山野川地区の屯所についても、建築年次や使用状況は把握している。年次計画に基づき整

備していくことをご理解いただきたい。 

 

未来政策部長： 

 実施事業の地域別割合について、小学校建設にかかる事業費が大きく占めている。今ま

でも一体感のあるまちづくりとして新市建設計画を進め、合併特例債を活用してきた。社

会情勢の変化などを踏まえ、審議会委員の皆様のご意見をいただきながら、事業を進めて

きた。どうしても大きな事業がない地域は割合が低く出てしまう。面積や人口と比例し、

事業を行ってきている。 

人口減少に対応するため「伊達な地域創生戦略」を策定し、移住定住にも力を入れてき

た。国でも、二地域居住に力を入れている。市でも関係人口の創出ということで、二地域

居住の事業にも取り組んでいきたいと考えている。現在、高子駅北地区にユープレイス伊

達という施設があり、東京から大学生が来て寺子屋教室を行うなど関係人口の創出の事業

を行っている。今後、国の方針を踏まえながら、伊達な地域創生戦略の見直しも含めて事

業を進めていきたい。 

 

総務部長：  

関係人口について、総務部ではシティプロモーション事業を行っている。シティプロモ

ーションは伊達市の魅力を外に向けて発信し、定住や移住、関係人口を引き込むという事

業である。昨年度にシティプロモーション指針を改定し、第２期シティプロモーション指

針を策定した。内容として、第１期はアウトプット、外に向けて発信をするということだ

ったが、第２期についてはインナープロモーション、伊達市に住んでいる市民の方々が伊

達市の魅力を知る、誇りに思うというようなシビックプライドを醸成する。そして、魅力

などを自ら情報発信していただきたいと思っている。これは行政だけでできるものではな

いので、市民の方々の協力を得ながら取組を進めていきたい。 

 

菅野委員： 

自治会で８月に盆踊りを行った。参加者は70代以上が少なく、40代や50代、子どもと

その保護者の参加が多かった。初めてのことでびっくりしたが、お盆だったため帰省中の
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家庭や友達同士など誘い合って参加者が増えたようだった。地域の住民が発信することが

重要だと思った。また、地域の自治組織がどう事業に関わっていくか、一つ一つ積み重ね

ながら、そして、地域の魅力はたくさんあるので、関係人口や定住につなげていければと

思った。 

 

畠委員： 

ＳＷＣ整備事業とは。 

 

健康福祉部長： 

 スマート・ウエルネス・シティの頭文字をとってＳＷＣ事業と呼んでいる。超高齢社会

に向けたまちづくりを進めていきましょうという考え方に基づいて、健幸都市基本計画な

どを定め、生涯健康で生き生きと暮らせるよう健康づくりを励んでいただくための事業に

取り組んでいる。具体的には、霊山町の掛田をモデル地区として、高齢者共同住宅の整備、

歩いて健康づくりができるように休憩ができるポケットパークやまちなかサロン、コミュ

ニティ道路やカラー舗装などのハード整備を行った。 

 

佐藤（勇）委員： 

 道路や河川の草が伸びている。対応策があればお願いしたい。 

 

建設部長： 

 道路や河川の除草について、すべてに手が届いていないのが現状である。広瀬川につい

ては、毎年、国より委託を受け除草を行っている。時期の多少のズレはあるが、今年は９

月頃を予定している。 

 

滝澤委員： 

 高齢社会が迫っている中で、認知症患者も増えている状況にあると思う。伊達市では、

チームオレンジという認知症サポートを行っているようだが、チームオレンジをどのよう

に育てサポートしているか伺いたい。 

 

健康福祉部長： 

認知症の普及啓発のシンボルカラーがオレンジ色になっている。市内で普及啓発活動を

行っており、直近では認知症の日と設定されている 9 月 21 日にオレンジフェスティバル

として映画の上映会を予定している。こういった取組を通して、市民の方に認知症に対す

る正しい理解を促進し、認知症の方も安心して地域で暮らしていけるようなまちづくりを

進めていきたいと考えている。 

 

今西委員： 

 228 事業を実施し、公共施設の総量は増えたのか。小学校建設が事業費の多くを占めて

いるが、学校統廃合とセットだと考えており、既存の小学校を統合し閉校したというプロ

セスもあったと思うが、校舎が残っている小学校もある。実際に建物の棟数は増えたのか、
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減ったのか。道路も多く整備されており、総延長としては増えたのか。審議会に参加し、

ランニングコストについて毎回意見をさせていただいている。統廃合を進めランニングコ

ストを削減したとなるが、施設の総量が増えればランニングコストは増えていく。その見

通しについて伺いたい。 

 

財務部長： 

公共施設の保有量の推移について、平成 28 年度と比べると令和 5 年度は若干増えてい

る。閉校した小学校に関しては、利活用についてホームページ等で募集を行っている。公

共施設の保有量が多ければ、それだけランニングコストがかかるので、公共施設等総合管

理計画に基づきながら、少しでも減らせるような努力を進めていきたい。 

 

建設部長： 

 新市建設計画において道路 97 事業を行った。事業実施の総延長は 26.4Km、農道等に関

しては一部負担金として実施した。伊達2.0㎞、保原11.1㎞、梁川8.1㎞、霊山3.6㎞、

月舘 1.6 ㎞。令和６年度末で市道 1,297Km うち、合併特例債で約 2.1％を整備した。内容

としては概ね舗装工事であり、舗装延長の換算でいうと、令和６年度末で754㎞を舗装し

ており、合併特例債で約４％を舗装した。 

上下水道の整備について、梁川の上水道拡張事業として平成22～24年度に山舟生地区、

白根地区の配水管の整備を行った。山舟生・白根地区の整備は概ね９㎞を行った。 

下水道については、繰出金として平成22～25年度に公共下水道事業の整備を行った。平

成 22 年度に伊達地区 2.5ha、保原地区 4.2ha、平成 23 年度に伊達地区 4.8ha、保原地区

6.1ha、平成24 年度に伊達地区2.6ha、保原地区9.1ha、梁川地区1.1ha、平成 25 年度に

伊達地区1.7ha、保原地区6.2ha、梁川地区2haを整備し、国庫補助事業の不足財源に特例

債を活用し進めた。 

 

今西委員： 

 道路に関しては、総延長の一部だということが分かった。 

 小学校や認定こども園などの施設について、一時的に子どもが増え、子ども・教育関係

に投資をしたのだと思うが、今後の少子化の進行においてはどう活用していくのか。ぜひ

中長期的な視点を持って、新市建設計画において整備した施設の維持管理、活用を考えて

いってほしい。 

 

佐藤（實）委員： 

 資料５について、下から３行目「活用」ではなく「活力」ではないか。 

 現在の起債残高がいくらで、これから償還の見通しについて伺いたい。 

未来政策部長： 

 「活用」ではなく「活力」である。 

 

財務部長： 

 令和６年度決算における地方債残高は391億 2,500万円となっている。新市建設計画事
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業が終了することにより地方債残高は減ってくると思うが、償還は令和９～10年度がピー

クとなってくるので、推移を見ながら財政運営をしていきたい。 

 

畠委員： 

 新市建設計画に基づいて計画通り完了し、今後は市の総合計画に沿ってまちづくりが進

められていくということだが、施策について意見を述べさせていただきたい。 

一点目は産業の振興と地域活性化。伊達市を巡る大きな動きとして、東北中央自動車道・

相馬福島道路が無料で開通したこと、イオンモールの開業があると思う。これらを活用し

て、交流人口の拡大、そして地域活性化を図るチャンスだと思っている。イオンは、国内

はもとより、東南アジアにも販売網を持っているため、連携しながら桃やあんぽ柿、ニッ

ト製品などの特産品の販路拡大を図るとともに、地元商店街の活性化に貢献していただく

ような取組の要望もお願いしていただきたい。 

二点目は、地域の誇りと一体感のあるまちづくりという観点である。夏の甲子園に今年

も聖光学院が出場した。選手の肩に付いている伊達市というゼッケンに、地域の誇りを感

じるのは私だけではないと思っている。また、川西地区でふるさと再発見講座を開催して

いるが、定員を超える申し込みがあり人気となっている。我が国の明治初期の最大の輸出

品の生糸、特に伊達地方の養蚕業は長岡の天王市が全国の生糸相場を決めるとまで言わ

れ、ヨーロッパの商業地図には横浜についで掛田の名が記されているなどについて、参加

者が誇らしげに聞いていた。地域で誇りを持てるアイデンティティを共有して、住民が関

わる仕組みを作り、促進していくことが、一体感のあるまちづくりに繋がっていくのでは

ないかと考えている。  

三点目に健康づくり。福島県は健康に関する指標が悪く、メタボや喫煙率、子どもの肥

満や虫歯、高血圧、糖尿病、心筋梗塞、脳梗塞、それら全てが全国でもワーストクラスで

あった。これが東日本大震災以降再悪化したので、福島県で健康長寿ふくしま会議を設立

し、全国に誇れる健康長寿県を目指す取組を始めたが、残念ながら顕著な成果は今のとこ

ろない。伊達市では早くから健幸都市づくりに取り組んでおり、健康で暮らすというのは

住民の最も重要な願いなので、今後もしっかり取り組んでいただきたい。 

 

未来政策部長： 

 貴重なご意見ありがとうございます。これから伊達市で進めていかなければならないこ

となので、ご意見を踏まえ各種事業を進めていきたいと思う。 

 

滝澤委員： 

 霊山の掛田地区をモデル事業として高齢者共同住宅を整備したと説明があったが、今

後、広い範囲に高齢者共同住宅を進めていく考えはあるか。 

 

健康福祉部長： 

 掛田地区でモデル事業として高齢者共同住宅を建築し、現在も入居していただいている。

市としては財源の問題等もあり、全市展開は難しいと考えており、更に増やしていく計画

は現在持っていない。民間の活力を期待している。 
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～以上、審議終了～ 

 

齋藤会長： 

 これで審議は終了とする。 

本日の審議会においては様々なご意見をいただいたが、議案に関して承認し、これ

をもって答申に代えさせていただきたい。 

 

市長： 

平成18年1月に合併をし、伊達市新市建設計画に基づき228事業を進めてきた。事

業を通して、未来を見据えた各種施策を進めていくことができたと思っている。これ

もひとえに関係された皆様のご尽力の賜物であり、心から感謝を申し上げたい。今年

度で、新市建設計画が最終年度になり、この審議会についても本日が最後になる。今

までいただいた様々なご意見に対しまして、今後は伊達市第３次総合計画に基づいて、

進めていきたいと考えている。東北中央自動車道・相馬福島道路が全線を開通し、工

業団地や住宅団地、イオンモールも来年に開業するなど未来に向けた事業を進めてお

り、それらをいかに活用していくかがこれからの大きな課題になると思っている。伊

達市は産業振興や農業、歴史、自然も大変素晴らしい。そういった素晴らしいところ

を市民のプライドとして発信をしていくインナープロモーション、市民が伊達市をも

っと理解をした上で、素晴らしいところを発信してもらうといった施策を進めていく

ことが重要だと思っている。 

これまで様々な形でご意見いただいた。ご意見をしっかりと受け止め、施策を進め

てまいりたい。今後とも皆様のご尽力、ご協力いただきますことをお願いし、ご挨拶

とさせていただく。委員の皆様には慎重なご審議ありがとうございました。 

 

～以上、閉会～ 

 

 


